
(57)【要約】

【課題】診断者が超音波プローブを被検体に接触させる

前の音響素子の無駄な走査を防止する。

【解決手段】超音波プローブ１が被検体に接触していな

い状態では、モニタ１３には比較的明るい円弧と比較的

暗い円弧が多重（縞）になった多重反射画像が表示され

、この場合の音響素子２の中心線Ａにおける輝度信号は

、比較的明るい円弧の立ち上がりエッジａと立ち下がり

エッジｂに対応するように凹凸のレベル差（α、β）と

なるので、この輝度差が所定の閾値以下の場合を検出す

ることにより超音波プローブが被検体に接触したことを

検出して超音波モータ３を始動して走査を開始する。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 プ ロ ー ブ 内 の 音 響 素 子 を 回 動 す る 駆 動 モ ー タ と 、
前 記 音 響 素 子 の 出 力 に 基 づ い て 多 重 反 射 の 有 無 を 判 断 し 検 出 す る 多 重 反 射 検 出 手 段 と 、
前 記 多 重 反 射 検 出 手 段 に よ り 多 重 反 射 が 検 出 さ れ な い 場 合 に 前 記 駆 動 モ ー タ を 始 動 す る 駆
動 モ ー タ 始 動 手 段 と を 、
有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 始 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 駆 動 モ ー タ は 、 超 音 波 モ ー タ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 始 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 前 記 多 重 反 射 検 出 手 段 が 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ と 信 号 的 に 接 続 さ れ
る 超 音 波 診 断 装 置 本 体 部 に 内 蔵 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 前 記 多 重 反 射 検 出 手 段 が 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 内 に 内 蔵 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 、 特 に 超 音 波 プ ロ ー ブ の 始 動 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 内 に お い て 円 弧 状 の 音 響 素 子 を 円 弧 方 向 と
直 交 す る 方 向 に 回 動 し 、 走 査 す る こ と に よ り 、 音 響 素 子 の 円 弧 方 向 と 、 回 動 に よ る 走 査 方
向 と 深 度 方 向 の ３ 次 元 画 像 を 取 得 す る 。 ま た 、 音 響 素 子 を 回 動 す る 駆 動 手 段 と し て は 、 近
年 で は 超 音 波 モ ー タ が 用 い ら れ て い る 。 従 来 、 こ の 種 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 例 え ば 超 音
波 診 断 装 置 本 体 な ど の 電 源 ス イ ッ チ が オ ン に な る と 、 超 音 波 モ ー タ を 始 動 す る よ う に 構 成
さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 種 の 従 来 例 と し て 、 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献 １ に は 、 モ ー タ を 駆 動
又 は 停 止 す る た め に フ ッ ト ス イ ッ チ や 超 音 波 プ ロ ー ブ 側 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ に 対 し て ユ
ー ザ の 所 望 の 機 能 を 設 定 す る 方 法 も 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ４ ３ １ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 操 作 者 （ 使 用 者 ） が 超 音 波 プ ロ ー ブ を 被 検 体 に 接 触 さ せ る 前 に 手 動 で 始 動
す る と 、 音 響 素 子 の 駆 動 が 開 始 さ れ 、 振 動 を 生 じ て 手 に 違 和 感 を 感 じ る と い う 問 題 点 が あ
り 、 ま た 、 無 駄 な 走 査 に よ り 電 力 を 浪 費 す る と い う 問 題 点 も あ る 。 ま た 、 近 年 で は 、 ３ 次
元 画 像 を ス ム ー ズ に リ ア ル タ イ ム 化 す る こ と が 求 め ら れ て お り 、 こ の 要 求 を 満 た す た め に
音 響 素 子 を 高 速 走 査 す る と 、 こ の 振 動 が 特 に 問 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 上 記 従 来 例 の 問 題 点 に 鑑 み 、 操 作 者 が 超 音 波 プ ロ ー ブ を 被 検 体 に 接 触 さ せ る 前 の
音 響 素 子 の 無 駄 な 走 査 を 防 止 す る こ と が で き る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 始 動 装 置 及 び 超 音 波 診 断
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 内 の 音 響 素 子 を 回 動 す る 駆 動 モ ー タ
と 、
前 記 音 響 素 子 の 出 力 に 基 づ い て 多 重 反 射 の 有 無 を 判 断 し 検 出 す る 多 重 反 射 検 出 手 段 と 、
前 記 多 重 反 射 検 出 手 段 に よ り 多 重 反 射 が 検 出 さ れ な い 場 合 に 前 記 駆 動 モ ー タ を 始 動 す る 駆
動 モ ー タ 始 動 手 段 と を 、
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有 す る 構 成 と し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 構 成 に よ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ が 被 検 体 に 接 触 し て い な い 状 態 で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 先
端 に 設 け ら れ て い る ウ ィ ン ド ウ と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 内 の オ イ ル 及 び 空 気 層 の 屈 折 率 の 違 い
に よ り 多 重 反 射 が 起 き 、 超 音 波 プ ロ ー ブ が 被 検 体 に 接 触 し た 状 態 で は 、 上 記 の ウ ィ ン ド ウ
、 オ イ ル の 屈 折 率 が 被 検 体 に 近 似 し て い る こ と か ら 多 重 反 射 が 起 き な い の で 、 使 用 者 が 超
音 波 プ ロ ー ブ を 被 検 体 に 接 触 さ せ る 前 の 音 響 素 子 の 無 駄 な 走 査 を 防 止 す る こ と が で き る 。
ま た 、 駆 動 モ ー タ が 超 音 波 モ ー タ の 場 合 に 、 上 記 構 成 は 無 意 味 な 振 動 を 低 減 さ せ る の に 効
果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 前 記 多 重 反 射 検 出 手 段 を 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ と 信 号 的 に 接 続 さ れ る 超 音 波 診 断 装
置 本 体 部 に 内 蔵 す る 構 成 に よ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 軽 量 化 を 図 り 、 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る と と も に 、 多 重 反 射 検 出 手 段 と し て も 高 機 能 性 、 拡 張 性 を 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 記 多 重 反 射 検 出 手 段 を 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 内 に 内 蔵 す る 構 成 に よ り 、 超 音 波 プ ロ
ー ブ 側 で 始 動 処 理 が で き る た め 、 耐 ノ イ ズ 性 、 応 答 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、
音 響 素 子 を 回 動 し な い 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 本 体 で も 使 用 可 能 と な り 、 さ ら に 本 体 側 の
汎 用 化 、 共 用 化 を 図 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る 超 音 波
プ ロ ー ブ の 実 施 の 形 態 を 示 す 構 成 図 、 図 ２ は 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 始 動 装 置 の 一
実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ３ は 図 ２ の 始 動 装 置 の 処 理 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ １ を 側 面 か ら 見 た 内 部 構 成 を 示
し 、 図 １ （ ｂ ） は 超 音 波 プ ロ ー ブ １ を 正 面 か ら 見 た 内 部 構 成 を 示 し て い る 。 図 １ に お い て
、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ は 超 音 波 診 断 装 置 本 体 １ ０ と ケ ー ブ ル を 介 し て 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ て
い る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 先 端 の ウ ィ ン ド ウ ５ に よ り 仕 切 ら れ た 内 部 に は 、 円 弧 状 の 音 響
素 子 ２ が 超 音 波 モ ー タ （ Ｍ ） ３ に よ り 円 弧 方 向 と 直 交 す る 方 向 に オ イ ル ６ 内 を 回 動 可 能 に
支 持 さ れ て い る 。 超 音 波 モ ー タ ３ は 駆 動 電 力 を 図 ２ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 本 体 １ ０ か ら 始
動 装 置 １ ２ と ２ 相 ト ラ ン ス （ Ｔ ） ４ を 介 し て 供 給 さ れ て 駆 動 さ れ る 。 そ し て 、 図 ２ に 示 す
よ う に 音 響 素 子 ２ の 出 力 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 １ ０ に 送 ら れ て 画 像 処 理 部 １ １ に よ り ３ 次
元 画 像 に 処 理 さ れ 、 こ の ３ 次 元 画 像 が メ イ ン シ ス テ ム １ ４ を 介 し て モ ニ タ １ ３ に 表 示 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
と こ ろ で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ が 被 検 体 に 接 触 し て い な い 状 態 で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 先
端 に 設 け ら れ て い る ウ ィ ン ド ウ ５ と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ 内 の オ イ ル ６ 及 び 空 気 層 の 屈 折 率
の 違 い に よ り 多 重 反 射 が 起 き 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ が 被 検 体 に 接 触 し た 状 態 で は 、 上 記 の ウ
ィ ン ド ウ ５ 、 オ イ ル ６ の 屈 折 率 が 被 検 体 に 近 似 し て い る こ と か ら 多 重 反 射 が 起 き な い 。 こ
の た め 、 非 接 触 状 態 で は 、 モ ニ タ １ ３ に は 図 ３ （ ｂ ） に 模 式 的 に 示 す よ う な 比 較 的 明 る い
円 弧 と 比 較 的 暗 い 円 弧 が 多 重 （ 縞 ） に な っ た 多 重 反 射 画 像 が 表 示 さ れ る 。 こ の 場 合 の 音 響
素 子 ２ の 中 心 線 Ａ に お け る 輝 度 信 号 は 、 図 ３ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 比 較 的 明 る い
円 弧 の 立 ち 上 が り エ ッ ジ ａ と 立 ち 下 が り エ ッ ジ ｂ に 対 応 す る よ う に 凹 凸 の レ ベ ル 差 （ 図 の
α 、 β ） と な る の で 、 こ の 輝 度 差 が 所 定 の 閾 値 以 下 の 場 合 を 検 出 す る こ と に よ り 、 超 音 波
プ ロ ー ブ １ が 被 検 体 に 接 触 し て い な い こ と を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ こ で 、 図 ２ に 示 す 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 駆 動 モ ー タ 始 動 手 段 と し て の 始 動 装 置 １ ２ は 、 多
重 反 射 検 出 手 段 で あ る 画 像 処 理 部 １ １ で 多 重 反 射 画 像 を 検 出 し て い な い と き に 超 音 波 モ ー
タ ３ を 始 動 す る よ う に し て い る 。 図 ３ （ ａ ） は 始 動 装 置 １ ２ の 処 理 を 示 す 。 ま ず 、 超 音 波
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プ ロ ー ブ １ が 電 気 的 あ る い は 信 号 伝 達 系 と し て 接 続 さ れ て い れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 、 超 音
波 プ ロ ー ブ １ か ら の 超 音 波 画 像 を 取 り 込 む 動 作 に 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 次 い で 多 重
反 射 画 像 が 得 ら れ た か 否 か を 判 断 し （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 、 画 像 処 理 部 １ １ で 多 重 反 射 が な い
と 判 断 さ れ た 場 合 に 超 音 波 モ ー タ ３ を 始 動 し て 走 査 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 な お 、
こ の 走 査 開 始 時 に は 、 初 期 状 態 か ら 高 速 走 査 を 行 っ て 急 激 な 駆 動 を す る だ け で な く 低 速 な
ス ロ ー ス タ ー ト を 行 い 、 所 定 時 間 の 後 に 高 速 走 査 を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 実 施 の 形 態 で は 、 多 重 反 射 検 出 手 段 で あ る 画 像 処 理 部 １ １ を 超 音 波 診 断 装 置 本 体 部 １
０ に 内 蔵 す る の で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 軽 量 化 を 図 り 、 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
と と も に 、 多 重 反 射 検 出 手 段 と し て も 高 機 能 性 、 拡 張 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た
、 多 重 反 射 検 出 手 段 を 超 音 波 プ ロ ー ブ １ 内 に 内 蔵 す る 構 成 に よ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ 側 で
始 動 処 理 が で き る た め 、 耐 ノ イ ズ 性 、 応 答 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 音 響 素 子 を
回 動 し な い 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 本 体 で も 使 用 可 能 と な り 、 さ ら に 本 体 側 の 汎 用 化 、 共
用 化 を 図 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ が 被 検 体 に 接 触 し
た 状 態 で は 多 重 反 射 が 検 出 さ れ な く な る こ と か ら 、 多 重 反 射 が 検 出 さ れ な い 場 合 に 駆 動 モ
ー タ を 始 動 す る の で 、 診 断 者 が 超 音 波 プ ロ ー ブ を 被 検 体 に 接 触 さ せ る 前 の 音 響 素 子 の 無 駄
な 走 査 を 防 止 す る こ と が で き る 。
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 駆 動 モ ー タ が 超 音 波 モ ー タ の 場 合 に 無 意 味 な 振 動 を 低 減
さ せ る の に 効 果 的 で あ る 。
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 軽 量 化 を 図 り 、 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る と と も に 、 多 重 反 射 検 出 手 段 と し て も 高 機 能 性 、 拡 張 性 を 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 側 で 始 動 処 理 が で き る た め 、 耐 ノ イ ズ 性
、 応 答 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 音 響 素 子 を 回 動 し な い 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の
本 体 で も 使 用 可 能 と な り 、 さ ら に 本 体 側 の 汎 用 化 、 共 用 化 を 図 る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 側 面 か ら 見 た 内 部 構 成 図
（ ｂ ） 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 正 面 か ら 見 た 内 部 構 成 図
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 始 動 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 （ ａ ） 図 ２ の 始 動 装 置 の 処 理 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト
（ ｂ ） 多 重 反 射 を 示 す 説 明 図
（ ｃ ） 多 重 反 射 画 像 の 輝 度 信 号 を 示 す 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
２ 　 音 響 素 子
３ 　 超 音 波 モ ー タ （ Ｍ ）
４ 　 ２ 相 ト ラ ン ス （ Ｔ ）
５ 　 ウ ィ ン ド ウ
６ 　 オ イ ル
１ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体
１ １ 　 画 像 処 理 部
１ ２ 　 始 動 装 置 （ 駆 動 モ ー タ 始 動 手 段 ）
１ ３ 　 モ ニ タ
１ ４ 　 メ イ ン シ ス テ ム
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【 図 ３ 】
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摘要(译)

要解决的问题：为了防止在诊断人员使超声探头与受试者接触之前对声
学元件进行不必要的扫描。 解决方案：在超声波探头1不与对象接触的
状态下，在监视器13上显示多次反射图像，在该多次反射图像中，相对
亮的电弧和相对暗的电弧被多路复用（条纹）。 由于声学元件2的中心
线A上的亮度信号具有对应于相对明亮的电弧的上升沿a和下降沿b的不均
匀的电平差（α，β），因此该亮度差是预定的阈值。 检测以下情况以检
测超声波探头与对象的接触，并且超声波马达3开始开始扫描。 [选择图]
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